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健康増進（health promotion：ヘルスプロモ
ーション）の考え方は、1946 年にWHO（世
界保健機関）が提唱した健康の定義から出発
したものであるが、時代の変遷とともに徐々
に多様化・広義化している。“世界一の長寿
国にっぽん（日本）”と誇らしげに言う人も
いるが、これまでにない勢いで少子化と高齢
化が同時進行しており、そう遠くない将来、
虚弱者・要介護者・寝たきり者が現在の 3倍
程度に増えていくことが予想されている。ま
た、要介護者をケアする人手不足の事態は避
けられない。それに伴い、個人のQoL（qual-
ity of life）、家族のQoL、地域社会のQoL
にも多大な影響がもたらされるであろう。さ
らに、医療費や社会保障費の増大など財政問
題がますます深刻化していく可能性が否定で
きないことを勘案すれば、その対策を可及的
速やかに講じるべきであることに疑いの余地
はない。有効な対策なしでは、今後も日本が

世界有数の幸福国・健康長寿国であり続けら
れる保証はどこにもない。以前のように、
“経済大国にっぽん”とは言い切れない厳し
い現実に直面しており、その煽りを受けて
“福祉後進国にっぽん”と酷評される時代が
到来しないとも限らない。
そういったことを勘案し、本研究プロジェ
クトでは、元気な人から要介護者にいたるま
での生活機能（心身機能、活動、参加）を評
価する方法、そして生活機能の保持・向上に
向けた有益な元気長寿支援プログラムを作成
すべく、4～5年がかりで取り組みたい。そ
の取り組みの過程では、“幸福国にっぽん”
実現のためには、後期高齢者や虚弱高齢者が
運動（身体活動、体力つくり）に勤しみなが
ら、日常生活をおくる上でのパラダイム転換
が必要である点についても、提言していきた
い。
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